
○ 社会福祉士は、高齢者支援、障害児者支援、子ども・子育て支援、生活困窮者支援等の幅広い分野で活用さ
れている。また、社会保障分野のみならず、教育や司法などの分野においてもその活用が期待されている。 

  ※ 社会福祉士の就労先は、高齢者福祉関係：４３．７％、障害福祉関係：１７．３％、医療関係：１４．７％、地域福祉関係：７．４％、 
   児童・母子福祉関係：４．８％となっている。 
  ※ スクールソーシャルワーカーの約半数が社会福祉士の有資格者であり、矯正施設においても社会福祉士の配置が増えてきている。 
 

○ 少子高齢化の進展など、社会経済状況の変化によるニーズの多様化・複雑化に伴い、既存の制度では
対応が難しい様々な課題が顕在化してきている。また、子ども・高齢者・障害者など全ての人々が地域、
暮らし、生きがいを共に創り、高め合うことができる「地域共生社会」の実現を目指しており、社会福
祉士には、ソーシャルワークの機能を発揮し、制度横断的な課題への対応や必要な社会資源の開発と
いった役割を担うことができる実践能力を身につけることが求められている。 

 

○ 地域共生社会の実現に向けた各地の取組には、社会福祉士が中心となり、地域住民等と協働して地域
のニーズを把握し、多職種・多機関との連携を図りながら問題解決に取り組んでいる事例などがある。
地域の様々な主体と連携した取組が必要となる中で、社会福祉士には、地域住民の活動支援や関係者と
の連絡調整などの役割を果たすことが求められている。 

総 論 

 

○ 複合化・複雑化した個人や世帯への対応のほか、地域共生社会の実現に向け、ソーシャルワークの機能を発
揮できる社会福祉士を養成するため、養成カリキュラムの内容や実習及び演習を充実。 

 

○ 職能団体や養成団体だけでなく、行政や地域住民等の地域の様々な関係者とともに連携・協働して、学び合
いや活動の機会を設けることにより、地域でソーシャルワークの機能が発揮される取組を推進。 

 

○ 社会福祉士による地域共生社会の実現に向けた活動状況等を把握し、社会福祉士が果たしている役割や成
果の「見える化」を図り、国民や関係者の理解を促進。 

ソーシャルワーク専門職である社会福祉士に求められる役割等について（概要） 

各 論 

社会福祉士養成課程におけるカリキュラムの見直し 

地域全体での社会福祉士育成のための取組の推進 

社会福祉士の役割等に関する理解の促進 

平成３０年３月２７日 社会保障審議会福祉部会福祉人材確保専門委員会 


